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優良従業員表彰受賞者

　指宿商工会議所では、経営に関わる相談への対応をはじめ、事業計画作成・補助金
申請手続の支援、販路開拓支援、セミナーや講習会・研修会の開催、融資の受付・
あっせん、各種共済制度の加入など、企業経営に関する様々な事業を行っています。
ぜひ、これら当所の事業を経営にお役立てください。
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２

　

令
和
７
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
局
面
を
乗

り
越
え
「
物
価
高
と
賃
金
の
押
し

上
げ
」
そ
し
て
「
構
造
転
換
と
積

極
財
政
」
を
同
時
に
進
め
よ
う
と

す
る
過
渡
期
に
あ
る
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
令
和
７
年
10
月
に
は
、
わ

が
国
初
の
女
性
首
相
と
な
る
高
市

政
権
が
発
足
し
、「
強
い
経
済
」と

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」を
掲
げ
、

政
治
の
安
定
を
前
提
に
、
官
民
が

連
携
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
投
資

を
通
じ
て
日
本
再
生
を
目
指
す
姿

勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

一
方
で
長
引
く
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
攻
撃
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
へ
の
攻
撃
が
物
価
高
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
。
ペ
ル
シ
ャ
湾
か

ら
の
石
油
輸
送
が
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
が
長
引
け
ば
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
で
あ
っ
た
我
が
国
経
済
は

今
後
冷
え
込
む
こ
と
が
十
分
に
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
は
、
世
界
的

な
物
価
上
昇
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
止
ま
り
に
加
え
、
急
激
な
円

安
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
生
活

は
も
と
よ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る

観
光
業
や
農
業
、
水
産
業
を
は
じ

め
飲
食
業
、
交
通
運
輸
業
、
各
種

納
入
業
な
ど
様
々
な
業
種
に
お
い

て
は
、
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
や

人
件
費
の
上
昇
、
原
材
料
価
格
の

高
騰
な
ど
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
地
域
経
済
に

お
い
て
も
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
１
年
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
指
宿

商
工
会
議
所
で
は
、
日
本
商
工
会

議
所
、
鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
連

合
会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
や
行

政
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
と
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
安
定
に
向

け
た
各
種
事
業
を
展
開
し
た
。
特

に
、
物
価
高
騰
対
策
、
人
材
確
保

支
援
、
販
路
開
拓
支
援
、
観
光
振

興
施
策
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
会
員
事
業
所
に
寄

り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
経
営
指
導
員
及
び
経
営

支
援
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相

談
を
通
じ
、
国
・
県
・
市
の
支
援

制
度
や
補
助
金
、
融
資
制
度
等
の

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
経

営
改
善
や
事
業
継
続
、
事
業
再
構

築
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

　

本
年
度
の
主
な
活
動
状
況
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
政
策
提
言
活
動
］

　

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
、
原
材

料
価
格
の
上
昇
な
ど
、
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
諸
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
国
や
県
・
市

に
対
し
、
中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
や
地
域
経
済
活
性
化
施
策
、
税

制
改
正
等
に
関
す
る
意
見
要
望
活

動
を
日
本
商
工
会
議
所
及
び
九
州

商
工
会
議
所
連
合
会
、
鹿
児
島
県

商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
指
宿

市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
及
び
市
内
商
工
業
者
の

消
費
喚
起
を
促
す
事
業
と
し
て
、

「
２
．
５
倍
商
品
券
事
業
」
を
予

算
化
し
、
菜
の
花
商
工
会
と
当
所

と
の
共
通
商
品
券
事
業
と
し
て
実

施
し
た
。

　

「
市
長
と
の
対
話
集
会
」
に
つ

い
て
は
、
各
部
会
総
会
を
開
催
し
、

各
部
会
か
ら
出
さ
れ
た
物
価
高
騰・

人
手
不
足
対
策
、
指
宿
港
海
岸
整

備
事
業
に
伴
う
緑
地
帯
及
び
背
後

地
の
整
備
に
関
す
る
事
項
や
、
商

工
業
や
観
光
の
振
興
、
ま
ち
づ
く

り
等
に
関
す
る
様
々
な
意
見
・
要

望
を
行
い
、
市
長
を
は
じ
め
と
す

る
幹
部
職
員
か
ら
市
の
財
政
状
況

等
を
踏
ま
え
て
の
説
明
を
受
け
る

と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

社
会
基
盤
整
備
に
お
い
て
は
、

指
宿
港
海
岸
整
備
事
業
の
早
期
完

成
や
国
道
２
２
６
号
及
び
薩
摩
半

島
横
断
道
路
の
整
備
促
進
等
に
つ

い
て
、
九
州
商
工
会
議
所
連
合
会

や
鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会

に
お
い
て
継
続
提
案
・
採
択
さ
れ

る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
を
は

じ
め
関
係
閣
僚
、
地
元
選
出
国
会

議
員
、
鹿
児
島
県
知
事
等
に
要
望

書
提
出
を
行
い
、
早
期
実
現
を
働

き
か
け
た
。

令
和
７
年
度 

事
業
報
告

Ⅰ　
総
括
的
概
要

第101回 通 常 議 員 総 会第101回 通 常 議 員 総 会
～令和7年度事業報告・収支決算を承認～～令和7年度事業報告・収支決算を承認～

　６月30日（火）、指宿シーサイドホテルにて第101回通常議員総会を開催しました。
　当日は、議員60名中37名と委任状出席18名の計55名が出席し、令和7年度事業報告及び収支決算について
審議がなされ、何れの議案も原案通り可決承認されました。
　大山会頭は、先日行われた50周年記念事業に対するお礼や物価高・少子化・人手不足等の地域経済を取り巻
く環境は厳しくなっているが、常識の変革に挑み続け新たな価値を生み出していくことを我々事業者は取り組
んでいくべきだと述べられました。　

総会の様子総会の様子
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［
中
小
企
業
の
活
力
強
化
と

　
　
　
　
地
域
活
性
化
の
支
援
］

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
や
す

い
市
民
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
内
店
舗
に
限
り
利
用
で
き
る

「
２
．
５
倍
商
品
券
事
業
」
を
市

の
補
助
金
を
受
け
菜
の
花
商
工
会

と
共
同
で
、
令
和
６
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
。

当
所
と
菜
の
花
商
工
会
を
合
わ
せ

て
１
４
２
，７
３
２
，０
０
０
円
分

の
換
金
実
績
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
指

宿
市
誕
生
20
周
年
記
念
商
品
券
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
１
人
に

５
，０
０
０
円
の
商
品
券
を
指
宿

市
が
配
布
し
、
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
に
ま
た
が
る
事
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

一
般
商
品
券
に
つ
い
て
は
２
，０
７

９
万
円
分
を
発
行
し
た
。

　

中
小
企
業
、
特
に
経
営
基
盤
の

弱
い
小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し

た
経
営
改
善
普
及
事
業
で
は
、
金

融
、
税
務
、
経
営
、
労
働
、
創
業

支
援
な
ど
経
営
全
般
に
わ
た
り
、

き
め
細
か
な
巡
回
・
窓
口
相
談
指

導
な
ど
２
，１
１
４
件
実
施
し
た
。

　

当
所
で
は
、
人
件
費
高
騰
や
原

材
料
価
格
の
上
昇
に
よ
る
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
事
業
者
か
ら
の

様
々
な
経
営
相
談
が
増
え
る
中
、

融
資
等
に
つ
い
て
は
日
本
政
策
金

融
公
庫
な
ど
金
融
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
18
件
の
金
融
斡
旋

を
行
う
な
ど
会
員
事
業
所
の
支
援

に
努
め
た
。

　

地
域
の
原
動
力
と
な
る
小
規
模

事
業
者
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等

を
活
用
し
た
販
路
開
拓
等
の
取
り

組
み
を
支
援
し
、
４
件
の
補
助
金

交
付
が
決
定
し
た
。

　

ま
た
、指
宿
市
が
実
施
す
る「
指

宿
市
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
支
援

事
業
」
に
つ
い
て
、
会
員
事
業
者

の
補
助
金
を
活
用
し
た
新
た
な
事

業
展
開
を
支
援
し
た
。

　

中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
指
宿

市
の
「
商
工
業
制
度
資
金
利
子
補

給
助
成
金
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

円
滑
な
運
営
に
努
め
32
件
・
２
３

９
万
円
の
申
請
・
振
込
事
務
を

行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
新
入
社
員
研
修
や
経

営
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
会
員
の

負
託
に
応
え
る
と
と
も
に
、
青
年

部
・
女
性
会
の
育
成
指
導
や
簿

記
、
珠
算
等
の
商
工
技
術
振
興
の

た
め
の
各
種
検
定
を
実
施
し
た
。

［
商
店
街
の
活
性
化
及
び
観
光

　
　
振
興
に
対
す
る
取
り
組
み
］

　

商
店
街
活
性
化
支
援
事
業
で
は
、

「
イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き
」や「
若
宮

神
社
で
初
詣
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
各
通
り
会
と
連
携
し
て
行
い
、

商
店
街
や
通
り
会
の
活
性
化
と
振

興
に
努
め
た
。

　

11
店
舗
が
参
画
す
る
指
宿
名
物

「
温
た
ま
ら
ん
丼
」は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
基
軸
に
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
始
め
た
「
い

ぶ
す
き
グ
ル
メ
祭
り
」
は
、
指
宿

の
豊
富
な
食
材
を
活
用
し
、
商
工

業
、
観
光
業
、
農
業
、
畜
産
業
、

水
産
業
が
一
体
と
な
り
「
食
」
を

通
じ
た
事
業
を
展
開
し
、
消
費
の

拡
大
、
観
光
客
誘
致
を
図
る
と
と

も
に
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。
９

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
「
秋
の

グ
ル
メ
祭
り
」
と
し
て
伊
勢
え
び

を
メ
イ
ン
食
材
と
し
て
実
施
、
２

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
は
「
春
の

グ
ル
メ
祭
り
」
と
し
て
桜
鯛
を
メ

イ
ン
食
材
と
し
て
実
施
し
た
。
今

後
も
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
を

深
め
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

指
宿
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、

お
も
て
な
し
の
心
や
郷
土
愛
の
醸

成
を
目
的
と
し
た「
い
ぶ
す
き
検

定
」を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
い
ぶ

す
き
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
」
に
は
、
市

内
の
小
中
学
校
か
ら
１
，３
２
５
人

の
児
童
生
徒
た
ち
が
挑
戦
し
、
９

７
４
人
に
合
格
証
を
交
付
し
た
。

　

ま
た
、
指
宿
温
泉
祭
や
い
ぶ
す

き
産
業
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
地

域
を
元
気
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
多
く
の
人
手
で
賑
わ
っ

た
。
指
宿
温
泉
祭
ハ
ン
ヤ
踊
り
に

お
い
て
は
、
積
極
的
な
参
加
呼
び

か
け
が
行
わ
れ
、53
団
体・約
２
，１

０
０
人
が
参
加
、
沿
道
に
は
多
数

の
市
民
が
集
ま
り
地
域
の
祭
り
を

楽
し
ん
で
い
た
。
い
ぶ
す
き
産
業

ま
つ
り
は
第
40
回
を
記
念
し
て
お

楽
し
み
抽
選
会
を
お
こ
な
い
、
景

品
に
は
黒
牛
や
芋
、
鰹
節
等
の
水

産
加
工
物
、
商
品
券
な
ど
各
参
加

団
体
の
産
品
が
準
備
さ
れ
た
。

［
組
織
・
財
政
･
経
営
基
盤
の
強

　
化
及
び
そ
の
他
の
取
り
組
み
］

　

会
員
の
親
睦
や
健
康
増
進
を
図

る
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

や
役
員
議
員
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
集
団
や

個
別
の
健
康
診
断
を
実
施
し
、
会

員
や
家
族
、
従
業
員
の
福
利
厚
生

の
充
実
に
努
め
、
延
べ
１
４
２
人

が
受
診
し
た
。

　

９
月
に
は
、
当
所
が
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
検
定
事
業
（
珠
算
検

定
・
簿
記
検
定
）
が
受
験
者
拡
大

に
よ
り
優
秀
な
実
績
を
納
め
た
と

し
て
日
本
商
工
会
議
所
表
彰
を
受

賞
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
役
員
・
議
員

研
修
視
察
を
実
施
し
、
17
名
が
参

加
し
た
。
奈
良
県
・
大
阪
府
へ
訪

れ
、
関
西
地
域
の
観
光
資
源
お
よ

び
経
済
動
向
等
に
つ
い
て
現
地
で

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、「
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万

博
」
の
開
催
状
況
を
視
察
、
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
機
会
と

な
っ
た
。

　

恒
例
の
年
始
会
は
、
市
長
や
国

会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
市
議
会

議
員
な
ど
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、

各
団
体
関
係
者
、
当
所
役
員
・
議

員
等
、
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、

親
睦
と
情
報
交
換
が
図
ら
れ
た
。

労
働
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
事

務
組
合
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
年
間
を
通
じ
労
働
保
険

未
手
続
事
業
一
層
推
進
に
努
め
、

会
員
事
業
所
の
安
定
経
営
を
推
進

し
た
。

　

会
員
事
業
所
の
福
利
厚
生
制
度

の
充
実
、
及
び
当
所
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
ア
ク
サ
生
命
と

一
体
と
な
っ
た
年
２
回
の
ベ
ス
ト

ウ
ィ
ズ
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
た
。

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
会
報
「
会

議
所
ニ
ュ
ー
ス
い
ぶ
す
き
」
に
つ

いぶすき産業まつりではお楽しみ抽選会を実施いぶすき産業まつりではお楽しみ抽選会を実施
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項　　目 窓口相談 巡回指導
金　　融 87 10
税　　務 49 23
経営革新 3 0
経　　営 320 415
労　　働 28 63
取　　引 4 0
情 報 化 2 0
環境対策 0 0
そ の 他 379 706
合　　計 872 1,217

項　　目 日本政策
金融公庫

あっせん延件数 18件

貸付決定延件数 15件

あっせん総額 111,100万円

貸付決定総額 76,600万円

区　　分 単　　位

記帳指導延回数 610回

指 導 対 象
事 業 所 数 31事業所

記 帳
機 械 化 数 16事業所

区　分 前年度末
会員数 入　会 脱　会 本年度末

会員数

個　人 448 20 24 444

法　人 314 3 6 311

団　体 1 0 1 0

特　別 41 3 5 39

計 804 26 36 794

Ⅱ　
組
織（
会
員
の
動
向
）
Ⅳ　
経
営
改
善
普
及
事
業

Ⅲ　
会
議

令
和
７
年
度 

収
支
決
算
総
括
表

収入の部：364,087千円

交付金・委託料
160,084千円
44%

事業収入
136,411千円
38%

繰越金
12,251千円
3%

雑収入他
28,598千円
8%

取崩収入
7,363千円
2%

会費負担金
19,380千円
5%

支出の部：364,087千円

経営改善普及費
41,123千円
11%

経営改善普及費
41,123千円
11%

事業費
257,270千円
71%

一般職員人件費
29,023千円
8%

一般職員人件費
29,023千円
8%

剰余金
10,163千円
3%

剰余金
10,163千円
3%

管理費
19,208千円
5%

引当金・
積立金
7,300千円
2%

い
て
は
、
国
や
県
、
市
等
の
経
済

対
策
に
関
す
る
情
報
を
始
め
、
会

員
に
役
立
つ
情
報
の
掲
載
や
会
員

事
業
所
の
紹
介
情
報
の
充
実
な
ど
、

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

た
。

　

３
月
に
行
わ
れ
た
新
入
社
員
研

修
会
に
は
市
内
10
事
業
所
か
ら
36

人
が
参
加
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

や
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
や
立
ち

居
振
る
舞
い
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
し
て
随
時
、
情
報
を
更
新
し
な

が
ら
情
報
提
供
を
行
い
、
緊
急
を

要
す
る
重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
を
作
成
、
配
布
す
る
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
る
迅
速
な
情
報

提
供
に
努
め
た
。

　

⑴ 

議
員
総
会
…
…
…
…
…
３
回

　

⑵ 

常
議
員
会
…
…
…
…
…
４
回

　

⑶ 

監
事
会
…
…
…
…
…
２
回

　

⑷ 

部　
　

会
…
…
…
…
…
38
回

　

⑸ 

委
員
会
…
…
…
…
…
４
回

　

⑹ 

三
役
会
…
…
…
…
…
12
回

　

⑺ 

指
宿
市
商
工
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
１
回

　

⑻ 

指
宿
市
産
業
経
済
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
３
回

　

⑴
経
営
指
導
員
に
よ
る
指
導・相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
年
間
件
数
）

⑵
金
融
あ
っ
せ
ん

⑶
記
帳
継
続
指
導（
記
帳
指
導
を
含
む
）



５５

◆日商会頭・当所会頭連名表彰30年以上
　西　元　さおり　  ㈱今林会計
　
◆市長表彰20年以上
　下曽山　ひろみ　　㈲大山甚七商店
　
◆会頭表彰10年以上
　室　屋　瑞　代　　㈱指宿フェニックスホテル
　中　野　政　彦　　㈿薩南浄水管理センター
　水　溜　祐　矢　　㈿薩南浄水管理センター
　村　山　洋　子　　㈱指宿フェニックスホテル
　平　原　明　子　　指宿酒造㈱
　福　本　　　誠　　㈱指宿フェニックスホテル
　大　山　直　樹　　㈲南日本新聞指宿販売所
　徳　永　智　子　　㈲南日本新聞指宿販売所

- 会頭表彰10年以上（続き）- 
　重　信　　　蒼　　㈱今林会計
　湯通堂　哲　明　　指宿酒造㈱
　有　田　京　子　　㈱指宿フェニックスホテル　

◆会頭表彰５年以上
　杉　戸　寿　士　　㈲大山甚七商店
　溜　　　飛　翔　　㈱今林会計
　濵　﨑　洋　介　　㈲南日本新聞指宿販売所

◆会頭表彰３年以上
　今　村　由佳里　　㈲大山甚七商店
　有　田　智　也　　㈿薩南浄水管理センター
　大　浦　　　翔　　㈿薩南浄水管理センター
　ARYAL　RAJANI　　㈱指宿フェニックスホテル

優良従業員 表彰者（敬称略・順不同）
ますますのご活躍と更なる企業の発展をお祈りいたします。

優
良
従
業
員
表
彰
式

優
良
従
業
員
表
彰
式

　

６
月
30
日（
火
）、
当
所
通
常
議

員
総
会
終
了
後
に
令
和
８
年
度
優

良
従
業
員
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

優
良
従
業
員
表
彰
で
は
、
当
所

が
会
員
事
業
所
の
福
利
厚
生
事
業

の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
お
り
、

当
所
会
員
事
業
所
に
お
い
て
、
永

年
に
わ
た
り
勤
務
し
、
社
業
の
発

展
と
社
業
を
通
じ
て
地
域
経
済
の

振
興
に
尽
く
し
た
従
業
員
の
功
績

を
称
え
表
彰
状
・
記
念
品
の
贈
呈

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
30
年
、
20
年
、
10
年
、

５
年
、
３
年
以
上
勤
続
の
従
業
員

　

７
月
14
日（
火
）に
当
所
大
会
議

室
に
て
、
講
師
に
神
奈
川
県
の

「
鶴
巻
温
泉
元
湯
陣
屋
」
の
女
将

宮
崎
知
子
氏
を
招
い
て
観
光
Ｄ
Ｘ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

夫
婦
で
先
代
か
ら
旅
館
業
の
経

営
を
引
き
継
ぎ
、
分
業
で
行
っ
て

い
た
業
務
を
全
員
が
マ
ル
チ
タ
ス

ク
で
全
て
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
業
務
効
率
化
を
図
り
15
年
で

経
営
を
大
幅
に
立
て
直
し
た
と
い

う
自
身
の
経
験
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
に
セ
ミ
ナ
ー
は
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

受
講
者
は
「
経
営
者
目
線
で
の

話
し
だ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
」
等

感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

を
対
象
に
６
事
業
所
か
ら
20
名
が
事

業
主
の
推
薦
を
得
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
８
名
の
受
賞
者
が
式
典

に
出
席
し
、
来
賓
や
役
員
・
議
員
の

拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
入
場
し
、
大
山

会
頭
及
び
打
越
市
長
よ
り
表
彰
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
後
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

20
年
以
上
勤
続
の
下
曽
山
ひ
ろ
み
氏

（
㈲
大
山
甚
七
商
店
）
か
ら
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
記
念
撮
影
を
行
い
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

観
光
Ｄ
Ｘ

観
光
Ｄ
Ｘ

　
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

大山会頭から表彰を受ける受賞者

受賞者より謝辞が述べられた

講師を務めた宮崎知子氏



６

年次有給休暇の付与は原則1日単位ですが、労使協定を結べば、年5日の範囲内で、時間単位の取得が可能となります。
労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に役立ちます。

年次有給休暇の計画的付与制度を導入しましょう。

年次有給休暇とは

時間単位の年次有給休暇を活用しましょう。

●年次有給休暇の計画的付与制度の詳細はこちら▶

❶日数 付与日数から５日を除いた残りの日数を計画的付与の対象にできます。

年次有給休暇の付与日数が10日の労働者 年次有給休暇の付与日数が20日の労働者

◎前年度取得されずに次年度に繰り越された日数がある場合には、繰り越し分を含めた付与日数から５日を引いた日数を計画的付与の対象とすることができます。

例 1 例 2

5日 5日 15日 5日
事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる 事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる

❷活用方法
方式 年次有給休暇の付与の方法 適した事業場、活用事例

企業、事業場の実態に合わせたさまざまな付与の方法があります。

全従業員に対して同一の日に付与

班・グループ別に交替で付与

個人別に付与

製造部門など、操業を止めて全従業員を休ませることのできる事業場などで活用

流通・サービス業など、定休日を増やすことが難しい企業、事業場などで活用

年次有給休暇付与計画表により各人の年次有給休暇を指定

一斉付与方式
交替制付与方式
個人別付与方式

 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう

https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/

●時間単位の年次有給休暇の詳細はこちら▶
https://work-holiday.mhlw.go.jp/holiday/time-unit.html

「年次有給休暇の計画的付与制度」とは、年次有給休暇の付与日数のうち5日を除いた残りの日数について、
労使協定を結べば、計画的に休暇取得日を割り振ることができる制度です。この制度の導入によって、休暇の取得の確実性が
高まり、労働者にとっては予定していた活動が行いやすく、事業主にとっては計画的な業務運営に役立ちます。

年次有給休暇は、法律で定められた労働者に与えられた権利です。
正社員、パートタイム労働者、シフト制労働者などの区分に関係なく、
以下の要件を満たしている全ての労働者に、年次有給休暇は付与されます。

この2点を満たしていれば
年次有給休暇を
取得することができます。

1.半年間継続して雇われている
2.全労働日の8割以上を出勤している

労働基準法において、労働者は

●年次有給休暇の比例付与の詳細はこちら▶
https://work-holiday.mhlw.go.jp/kyuuka-sokushin/roudousya.html https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_22954.html

労働基準法が改正され、2019年4月から年5日間の年次有給休暇を確実に取得させることが必要となっています。
注）時間単位の年次有給休暇の取得分については、確実な取得が必要な 5日間から差し引くことはできません。

●シフト制労働者についてはこちら▶
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『経営よろず相談会』

【日 程(予定)】9月24日（木）
【会　場】指宿商工会議所（10：10～16：40）

　詳しくは、下記お問い合わせ先にお尋ねください。
日本政策金融公庫による融資相談窓口開設中

　日本政策金融公庫  099-223-2221
　指宿商工会議所  0993-22-2473

注) 融資相談窓口は予約制です。相談時間は概ね
　　1時間程度です。あらかじめ相談内容をお知
　　らせください。

【問い合せ先】

お問合せ：指宿商工会議所 中小企業相談所　TEL 0993−22−2473
詳細：鹿児島県よろず支援拠点(かごしま産業支援センター内) TEL 099−219−3740

注) 経営よろず相談会は予約制です。相談時間は
　　概ね1時間程度です。あらかじめ相談内容を
　　お知らせください。

　毎月、鹿児島県よろず支援拠点による「経営よろず相談会」を実施いたします。
　売上アップやものづくり支援、商品パッケージのデザインなど、経営に関するあらゆ
る相談に専門家が応じます。下記の日程にて行いますので、是非、ご利用ください。

　女性会活動の一環である「エコキャップ運動」に会員事業所をはじめ、多く
の方々のご協力をいただき、ありがとうございます！
　提供くださる事業所様は以下にご留意のうえ、指宿商工会議所にお持ちくだ
さい。
①ペットボトル以外のキャップ(金属製含む)は入れない。
②キャップの内側についている紙(お酒のキャップによく
　ついています)は取り除く。
③汚れたキャップはできるだけ洗い乾燥させる。

無料

女性会
だより

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動  

第第
1010
回
目
引
渡
し

回
目
引
渡
し

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　     

     

～
ワ
ク
チ
ン
を
発
展
途
上
国
へ
届
け
る
～

～
ワ
ク
チ
ン
を
発
展
途
上
国
へ
届
け
る
～

　

７
月
８
日（
水
）、
㈱
新
興
エ
コ

指
宿
営
業
所
に
て
、
当
所
女
性
会

の
活
動
と
し
て
収
集
し
て
い
る
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
の
引
渡
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
は
、
収
集

し
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
た
益
金
で
発
展
途
上
国
へ
ワ

ク
チ
ン
を
届
け
る
と
い
う
事
業
で
、  

当
所
女
性
会
で
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
こ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
会
員
事
業
所
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
第
10
回
目
と
な
る
今
回
は

約
３
２
０
kg
（
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

に
換
算
す
る
と
約
80
人
分
）
の
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
を
引
渡
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
当
所
女
性
会
は
、
社
会

貢
献
等
の
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

地
元
商
工
業
を
支
え
る
女

性
の
１
人
と
し
て
、
情
報
交

換
な
ど
異
業
種
交
流
を
図
り
、

親
睦
と
連
携
を
深
め
る
場
で
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

商
工
会
議
所
女
性
会
で
は

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

◇
加
入
資
格

　

指
宿
市
に
在
住
す
る
当
所

会
員
事
業
所
の
女
性
経
営
者

又
は
経
営
者
の
家
族
の
女
性

の
方

【
申
込
・
お
問
い
合
せ
】

　
事
務
局
ま
で

　

☎（
２
２
）２
４
７
３

女
性
会
会
員
募
集
！

集まったエコキャップを引渡した

エコキャップ提供のお願い



８

～
撃
っ
て
い
い
の
は
撃
た
れ
る

　
　 

覚
悟
が
あ
る
や
つ
だ
け
だ
～

　

先
日
、
格
闘
技
大
会
の
リ
ン
グ
設

営
ス
タ
ッ
フ
兼
セ
コ
ン
ド
と
し
て
活

動
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
も
う
試
合
に

は
出
な
い
の
？
」
と
他
の
ジ
ム
関
係

者
数
名
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

正
直
、
自
分
で
も
試
合
で
勝
て
る

だ
け
の
実
力
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
度
だ
け
試
合
に
出
場
し
た
際

は
な
ん
と
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
試
合
後
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が

切
れ
、
体
の
節
々
が
非
常
に
痛
く
な

り
ま
し
た
。
私
に
は
、
あ
の
感
覚
を

も
う
一
度
味
わ
う
だ
け
の
覚
悟
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
戦
績
を
聞
か
れ
た
際
に

は
全
勝
無
敗
で
通
し
て
い
ま
す
。
嘘

は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、「
後
輩
の
育
成
に
専
念
し

た
い
」
と
言
う
、
と
て
も
か
っ
こ
い

い
理
由
で
試
合
に
出
場
せ
ず
全
勝
無

敗
を
守
り
抜
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

間
違
え
て
も
戦
績
の
詳
細
（
試
合

に
何
回
出
た
か
）
は
聞
か
な
い
よ
う

ご
配
慮
願
い
ま
す
。

　
　  

　
　
　
　
会
報
担
当
　
西
川
路

事 

務 

局 

日 

誌

個人事業所 468事業所
法人事業所 337事業所
合　計 805事業所

日本政策金融公庫　普通貸付 2.50% 〜 5.20%
日本政策金融公庫　マル経資金 2.60%
県融資制度　中小企業振興資金 1.95% 〜 2.55%

■ 会員数（令和8年7月15日現在）

■ 事業資金　金利情報（令和8年7月15日現在）

■
6
月
■

16
日	

い
ぶ
す
き
グ
ル
メ
祭
り
監
査

　

〃	

税
連
協
監
査

　

〃	

常
議
員
会

　

〃	

観
光
交
流
人
口
拡
大
業
務

に
か
か
る
意
見
交
換
会

　

〃	

青
年
部
役
員
会

17
日	

鹿
児
島
県
火
災
共
済
協
同

組
合
通
常
総
代
会

　

〃	
い
ぶ
す
き
観
光
デ
ザ
イ
ン

定
時
社
員
総
会

18
日	
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

〃	

小
規
模
企
業
共
済
オ
ン
ラ

イ
ン
説
明
会

　

〃	

交
通
金
融
諸
業
部
会
例
会

　

〃	

一
般
商
業
部
会
例
会

19
日	

ま
ち
づ
く
り
公
社
打
合
せ

22
日	

鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
連

合
会
理
事
会

　

〃	

指
宿
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

総
会

　

〃	

税
務
連
絡
協
議
会
総
会

23
日	

い
ぶ
す
き
温
泉
ま
ち
づ
く

り
公
社
幹
事
会

24
日	

い
ぶ
す
き
グ
ル
メ
祭
り
実

行
委
員
会

　

〃	

社
会
保
険
制
度
説
明
会

25
日	

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

26
日	

食
品
商
業
部
会
例
会

28
日	

第
２
３
９
回
珠
算
検
定
試
験

29
日	

グ
ル
メ
祭
り
広
報
打
合
せ

30
日	

い
ぶ
す
き
グ
ル
メ
祭
り
販

売
会
打
合
せ

　

〃　

通
常
議
員
総
会
・
優
良
従

業
員
表
彰
式

■
7
月
■

１
日	

指
宿
市
廃
棄
物
減
量
推
進

審
議
会

　

〃	

菜
の
花
マ
ー
チ
監
査

２
日	

三
役
会

　

〃	

青
年
部
指
宿
大
会
実
行
委

員
会

３
日	

指
宿
間
税
会
青
年
部
会
総
会

６
日　

令
和
８
年
度
第
１
回
「
中

小
企
業
支
援
機
関
連
携
会

議
」

　

〃	

ア
ロ
ハ
献
血
実
行
委
員
会

７
日	

指
宿
産
業
経
済
対
策
協
議
会

　

〃	

指
宿
青
色
申
告
会
通
常
総
会

８
日	

指
宿
市
観
光
経
済
戦
略
会

議
５
者
会
議

　

〃	
駅
名
会
協
議

　

〃	
い
ぶ
す
き
遊
ぼ
海
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会

９
日	

指
宿
商
業
高
等
学
校
評
議

員
会

　

〃	

指
宿
市
雇
用
対
策
運
営
協

議
会

10
日	

コ
ア
マ
モ
採
取

　

〃	

か
ご
し
ま
共
済
代
理
所
担

当
者
研
修
会

　

〃	

指
宿
市
都
市
計
画
審
議
会

11
日	

南
日
本
銀
行
指
宿
支
店
開

設
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀

会

12
日	

コ
ア
マ
モ
移
植
体
験
会

13
日	

温
た
ま
ら
ん
丼
加
盟
店
会
議

　

〃	

薩
摩
半
島
横
断
道
路
建
設

促
進
協
議
会
総
会

14
日	

鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会　

令
和
８
年

度 

会
長
・
事
務
担
当
者

会
議
・
定
期
総
会

　

〃	

観
光
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー

　

〃	

工
業
部
会
総
会

　

〃	

青
年
部　

役
員
会

○
三
役
会

○
部
会
・
委
員
会

8
月
の
主
要
行
事

お
　
知
　
ら
　
せ

　

当
所
の
職
員
、
桑
鶴
晴
香
が

６
月
30
日
を
も
っ
て
退
職
い
た
し

ま
し
た
。

　

退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ご
温
情
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
退
職
の
あ
い
さ
つ

桑
鶴
　
晴
香

　

こ
の
度
、
６
月
30
日
を
も
ち
ま

し
て
指
宿
商
工
会
議
所
を
退
職
い

た
し
ま
し
た
。

　

在
籍
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
と
お
話
し
す
る

時
間
が
と
て
も
楽
し
く
、
温
か
い

お
言
葉
や
笑
顔
に
た
く
さ
ん
の
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
気
な

い
会
話
や
ふ
れ
あ
い
は
、
私
に

と
っ
て
大
切
な
思
い
出
で
す
。
こ

の
ご
縁
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
経
験
を
胸
に
、
新
し
い
環

境
で
も
自
分
ら
し
く
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
さ
ら
な

る
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
５
年
と
３
カ
月
間

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。


